
＊研究目的 

日本のゾンビ企業(追い貸しや金利減免などの銀行支援によって生きながらえている

非生産的な低収益企業)に関する先行研究(例えば、Peek and Rosengren(2005,American 

Economic Review)や Caballero,Hoshi and Kashyap(2008,American Economic Review)) 

では、邦銀による自らのバランス・シートの装飾が誘因となって非生産的な企業への追

い貸し行動がもたらされていることの可能性が指摘されている。こうした邦銀によるバ

ランス・シートの“ウィンドウ・ドレッシング(window dressing)”を重視する立場で

あれば、自己資本の毀損した銀行が自らのバランス・シート装飾のため、非生産的な貸

出先企業を追い貸しによってゾンビ化させてしまっていることが、結果的に銀行と低収

益企業間の関係を否応なく継続させていると見ることが出来よう。 

 しかし、最近の研究では、先行研究が指摘するような自己資本の毀損した銀行による

バランス・シートの装飾という観点だけでは、邦銀がゾンビ企業と関係性を継続してい

ることを十分に説明できず、全く別の観点からの説明が必要であることを指摘している

(例えば、Inoue, Nakashima and Takahashi(2016)や Ogura, Okui and Saito(2016))。 

本研究では、なぜ邦銀がゾンビ企業と呼ばれる低収益企業と関係性を継続しているかに

ついて最新の金融経済学上の知見と企業統治の観点から分析することを試みるもので

ある。 
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